
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【概要】 積算門番は、国土交通省の工事積算基準に対応した鋼製水門の見積り積算システムです。水門(機械設備

工事)の見積りのための積算作業を対話形式により簡単に操作でき、正確かつ迅速に支援いたします。積算手

法や各種単価ファイルを管理、共有することにより、個人利用から複数名までの利用ができます。 

(ダム用水門設備については、別途オプションの購入が必要です。) 

 

①国土交通省の積算基準に準拠しています。 

➁水門設備を中心として複数の工種区分に対応しているため、水門の見積り積算ができます。 

③操作性がよく、類似データの活用により、見積り積算作業の効率化が図れます。また、担当の方に集中してい

る見積り積算作業が分散できます。 

④初期状態の単価ファイル(鋼材、労務費、機械経費、塗装費、土木工事費、電気工事費、仮設工事費)が

付属しているため、編集ができます。また、単価ファイルが共有できるため、社内統一単価での運用ができま

す。 

➄入力値に対する各種警告を表示するため入力ミスを防ぎます。 

⑥各画面の値を入力・変更することで金額を自動的に再計算します。 

⑦算定式詳細表示機能により、費目・区分ごとの部分確認ができます。 

⑧積算金額の丸め指定や積み上げ計算ができます。 

⑨計算結果(総括、内訳、明細)を Excel ファイルに出力できます。 

⑩調査基準価格表が作成できます。 

 

本体  税込 税抜 

 使用許諾料 1 ライセンス 385,000 円 350,000 円 

 追加ライセンス料 1 ライセンス 110,000 円 100,000 円 

 問合せサポートサービス会費※1 年間(任意) 最新版保有の場合、無償対応 

 

ダム版オプション  税込 税抜 

 使用許諾料 1 ライセンス 275,000 円 250,000 円 

 追加ライセンス料 1 ライセンス 77,000 円 70,000 円 

 問合せサポートサービス会費※1 年間(任意) 本体プログラム積算門番に含まれています。 

※1 「問合せサポートサービス会員登録」をされたお客様に限り、製品や運用上のサポートをご提供するサービスです。 

 

 同時算出の設備数 30 設備 

 区分数 
積算基準書に明記された工種区分に依存 
(「電気設備」、「特殊ゲート、修繕工事」は最大 10 区分) 

 

プロテクトキー認証 
プロテクトキー認証とは、プロテクトキーを PC に接続して認証・管理するプロテクト方式です。 

 ネットワーク※2 複数の PC で利用可能(事業所内) 

 スタンドアロン※3 単一の PC で利用可能(事業所内) 

※2 ライセンスサーバに登録した所有ライセンス数を超えない範囲で、製品をインストールした複数のクライアント PC で、同時に実

行できる運用方法です。 

※3 ネットワークを使用せず、PC 単体で運用する方法です。 
 

 

 

積算門番 水門見積り積算システム 

A805202 

Windows 10/11 

Microsoft Excel 2016(32bit) 

Microsoft .NET Framework 4.5.2 
MicrosoftⓇ，WindowsⓇは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
 

  
基本条件 基本形状 

  
製作原価－直接製作費／材料費 単価／機械経費 

  
総括表 見積書作成－見積書 Excel 

 
 
 

【特長】 

【製品価格】 

【動作環境】 

【制限】 

【ライセンス 

認証】 

 

https://www.jip-ts.co.jp/ 

東京   03-6272-8235 

大阪   06-6443-1751 

名古屋 052-953-5100 

福岡  092-477-6510 

仙台  022-711-8202 

札幌  011-222-4184 

【画面例】 


